
 
 

第６章 特別活動の指導 
 

１ 特別活動の目標と指導上の留意点 

目 標 

集団や社会の形成者としての見方・考

え方を働かせ，様々な集団活動に自主

的，実践的に取り組み，互いのよさや可

能性を発揮しながら集団や自己の生活上

の課題を解決することを通して，次のと

おり資質・能力を育成することを目指

す。  

（1） 多様な他者と協働する様々な集団活

動の意義や活動を行う上で必要とな

ることについて理解し，行動の仕方

を身に付けるようにする。  

（2） 集団や自己の生活，人間関係の課題

を見いだし，解決するために話し合

い，合意形成を図ったり，意思決定

したりすることができるようにす

る。  

（3） 自主的，実践的な集団活動を通して

身に付けたことを生かして，集団や

社会における生活及び人間関係をよ

りよく形成するとともに，自己の

（中：人間としての）生き方につい

ての考えを深め，自己実現を図ろう

とする態度を養う。 

『小学校学習指導要領解説「特別活動 

編」 文部科学省 平成 29 年７月』 

 

特別活動は、「集団や社会の形成者として

の見方・考え方」を働かせながら「様々な集

団活動に自主的、実践的に取り組み、互いの

よさや可能性を発揮しながら集団や自己の生

活上の課題を解決する」ことを通して、資

質・能力を育むことを目指す教育活動である。 

また、「人間関係形成」、「社会参画」、「自

己実現」の三つの視点が、育成を目指す資

質・能力に関わるものであると同時に、それ

らを育成する学習過程においても重要な意味

をもつということは、特別活動の方法原理が

「なすことによって学ぶ」ということにある。 

○「人間関係形成」は、集団の中で、人間関

係を自主的、実践的によりよいものへと形

成するという視点である。 

○「社会参画」は、よりよい学級・学校生活

づくりなど、集団や社会に参画し様々な問

題を主体的に解決しようとするという視点

である。 

○「自己実現」は、一般的には様々な意味で

用いられるが、特別活動においては、集団

の中で、現在及び将来の自己の生活の課題

を発見し、よりよく改善しようとする視点

である。 

 

(1) 学級活動 

小学校の学級活動は、共に生活や学

習に取り組む同年齢の児童で構成され

る集団である「学級」において行われ

る活動である。学級生活の充実と向上

を目指し、他者と協力したり、個人と

して努力したりしながら自主的、実践

的に取り組むことにより、活動するこ

との楽しさや成就感、達成感を得たり、

自己有用感を高めたりすることにつな

がるものである。 

中学校の学級活動は、共に生活や学

習に取り組む同年齢の生徒で構成され

る集団である「学級」において行われ

る活動である。学級生活の充実と向上

に向けて、生活上の問題を見付け、そ

の解決のために話し合い、合意形成し

たことに協働して実践したり、個々の

生徒が当面する諸課題などについて自

己を深く見つめ、意思決定をして実践

したりすることに自主的、実践的に取

り組む活動により、現在及び将来の自

己と集団との関わりを理解し、健全な

生活や社会づくりの実践力を高めるも

のである。 

○学級における集団活動に進んで参画

することや意識的に健康で安全な生

活を送ろうとすることの意義につい
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て理解するとともに、そのために必

要となることを理解し身に付けるよ

うにする。（小） 

○学級における集団活動や自律的な生

活を送ることの意義を理解し、その

ために必要となることを理解し身に

付けるようにする。（中） 

○学級や自己の生活、人間関係をより

よくするための課題を見いだし、解

決するために話し合い、合意形成を

図ったり、意思決定したりすること

ができるようにする。（小・中） 

○学級における集団活動を通して身に

付けたことを生かして、人間関係を

よりよく形成し、他者と協働して集

団や自己の課題を解決するとともに、

将来の生き方を描き、その実現に向

けて、日常生活の向上を図ろうとす

る態度を養う。（小・中） 

 

(2) 児童会（生徒会）活動 

児童会活動は、学校全体の生活を共

に楽しく豊かにするために学校の全児

童をもって組織する異年齢集団の児童

会による自発的、自治的な活動である。

運営については主として高学年の児童

が行うことになるが、学年、学級を超

えて全ての児童から構成される集団で

の活動であり、異年齢の児童同士で協

力したり、よりよく交流したり、協働

して目標を実現したりしようとする活

動である。 

生徒会活動は、全校の生徒をもって

組織する生徒会において、学校におけ

る自分たちの生活の充実・発展や学校

生活の改善・向上を目指すために、生

徒の立場から自発的、自治的に行われ

る活動である。 

○児童会（生徒会）やその中に置かれ

る委員会などの異年齢により構成さ

れる自治的組織における活動の意義

について理解するとともに、その活

動のために必要なことを理解したり

行動の仕方を身に付けたりするよう

にする。（小・中） 

○児童会において、学校生活の充実と

向上を図るための課題を見いだし、

解決するために話し合い、合意形成

を図ったり、意思決定したり、人間

関係をよりよく形成したりすること

ができるようにする。（小） 

○生徒会において、学校全体の生活を

よりよくするための課題を見いだし、

その解決のために話し合い、合意形

成を図ったり、意思決定したり、人

間関係をよりよく形成したりするこ

とができるようにする。（中） 

○自治的な集団活動を通して身に付け

たことを生かして、多様な他者と互

いのよさを生かして協働し、よりよ

い学校生活をつくろう（中：学校や

地域社会における生活をよりよくし

よう）とする態度を養う。（小・中） 

 

(3) クラブ活動（小学校のみ） 

クラブ活動は、主として第４学年以

上の児童で組織される学年や学級が異

なる同好の児童の集団によって行われ

る活動である。 

○同好の仲間で行う集団活動を通して

興味・関心を追求することのよさや

意義について理解するとともに、活

動に必要なことを理解し活動の仕方

を身に付けるようにする。  

○共通の興味・関心を追求する活動を

楽しく豊かにするための課題を見い

だし、解決するために話し合い、合

意形成を図ったり、意思決定したり、

人間関係をよりよく形成したりする

ことができるようにする。  

○クラブ活動を通して身に付けたこと

を生かして、協力して目標を達成し

ようとしたり、現在や将来の生活に

自分のよさや可能性を生かそうとし
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たりする態度を養う。 

 

(4) 学校行事 

学校行事は、全校又は学年という大

きな集団を単位として行われる活動で

ある。 

○全校または学年などの児童で協力し

て取り組む各学校行事の意義につい

て理解するとともに、各学校行事に

必要なことを理解し、それぞれの学

校行事のねらいや内容に即した行動

の仕方や習慣を身に付けるようにす

る。（小） 

○各学校行事の意義について理解する

とともに、行事における活動のため

に必要なことを理解し規律ある行動

の仕方や習慣を身に付けるようにす

る。（中） 

○学校行事を通して学校生活の充実を

図り、人間関係をよりよく形成する

ための目標を設定したり課題を見い

だしたりして、大きな集団による集

団活動や体験的な活動に協力して取

り組むことができるようにする。

（小） 

○学校行事を通して集団や自己の生活

上の課題を結び付け、人間としての

生き方について考えを深め、場面に

応じた適切な判断をしたり、人間関

係や集団をよりよくしたりすること

ができるようにする。（中） 

○学校行事を通して身に付けたことを

生かして、集団や社会の形成者とし

ての自覚をもって多様な他者と尊重

し合いながら協働し、公共の精神を

養い、よりよい生活をつくろうとす

る態度を養う。（小・中） 

ア 儀式的行事  

［入学式、卒業式、始業式、終業式等］ 

学校生活に有意義な変化や折り目を

付け、厳粛で清新な気分を味わい、新

しい生活の展開への動機付けとなるよ

うにする。入学式や卒業式などにおい

ては、国旗を掲揚し、国歌を斉唱する。 

イ 文化的行事  

［学芸会（文化祭）、音楽会、学習発

表会等］ 

平素の学習活動の成果を発表し、自

己の向上の意欲を一層高めたり、文化

や芸術に親しんだりするようにする。  

ウ 健康安全・体育的行事  

［健康診断、交通安全指導、避難訓練、

運動会（体育祭）、球技大会等］ 

心身の健全な発達や健康の保持増進、

事件や事故、災害等から身を守る安全

な行動や規律ある集団行動の体得、運

動に親しむ態度の育成、責任感や連帯

感の涵養、体力の向上などに資するよ

うにする。 

エ 遠足（旅行）・集団宿泊的行事  

［修学旅行、野外活動、集団宿泊等］ 

自然の中での集団宿泊活動などの平 

素と異なる生活環境にあって、見聞

を広め、自然や文化などに親しむとと

もに、よりよい人間関係を築くなどの

集団生活の在り方や公衆道徳などにつ

いての体験を積むことができるように

する。 

オ 勤労生産・奉仕的行事  

［ボランティア活動、飼育栽培活動、

職場体験等］ 

勤労の尊さや生産の喜びを体得する

とともに、ボランティア活動などの社

会奉仕の精神を養う体験が得られるよ

うにする。（小） 

勤労の尊さや生産の喜びを体得し、

職場体験活動などの勤労観・職業観に

関わる啓発的な体験が得られるように

するとともに、共に助け合って生きる

ことの喜びを体得し、ボランティア活

動などの社会奉仕の精神を養う体験が

得られるようにする。（中） 
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２ 地域社会に関わる活動（特別活動

との関連事項として） 

学校教育の範囲を越えるが、生涯学習の

観点から考えると大事にしたい活動がある。 

・ボランティア活動 

・地域の子供会活動 

・少年団体活動 

・祭りなどの地域社会の行事 

・公民館、図書館等が企画する学習会等 

これらの活動については、児童生徒の参

加の様子を把握するとともに、学校教育と

地域社会の教育との相互補完を図る意味か

らも、必要な助言や援助、協力をすること

が望ましい。 

 

≪参考・引用文献≫ 
・小学校学習指導要領解説「特別活動編」文部科学省 

平成 29 年７月 
・中学校学習指導要領解説「特別活動編」文部科学省 

平成 29 年７月 
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